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日下小学校６年生自作自演劇　「心の叫び」より

3月22日 日下小の６年生がいじめをテーマにした自作自演の劇「心の叫び」を上演し、
社会福祉センターの大ホール一杯の観客に大きな感動を与えました！



加
茂
中
学
校

能
津
小
学
校

加
茂
小
学
校

日
下
小
学
校

3月は巣立ちの季節です。
村内の各公立学校では、慣れ親しんだ学舎に
別れを告げる卒業式が行われました。
卒業生たちは、新たな夢への希望と

別れのさみしさを胸に秘めて卒業していきました。
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３
月
４
日
（ 土）
、
日
高
中
学
校
の

１
・
２
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
、
高
知
県
看
護
協
会
助

産
師
職
能
委
員
会
の
助
産
師
の
吉

本
妙
さ
ん
、
高
橋
リ
エ
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、「
命
」
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
お
二
人
に
は
、「
命
の

現
場
に
い
る
専
門
職
と
し
て
、
妊

娠
や
出
産
を
通
し
て
、
生
命
の
す

ば
ら
し
さ
・
自
分
や
相
手
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
伝
え
る
」
内
容
で

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

（
新
生
児
）
と
同
じ
体
重
の
人
形
を

抱
っ
こ
し
て
そ
の
重
さ
に
驚
い
た

り
、
機
械
で
人
の
心
臓
が
動
い
て

い
る
音
を
聴
き
命
の
重
さ
と
力
強

さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　命を大切にしなければいけないということ、生まれ
るときは頭からでてくることが分かりました。命が誕
生したときの喜びを嬉しいと思います。命はリセ
ットできないと言っていました。死んだらこの
ままです。好きなこともできないです。命を
大切にしようと思った。

　やっぱり自分が生まれてくる
までには、長い時間といろ
んな苦労があったんだ
なあ、と改めて思った。
よく母に『自分を産
むのは大変やった。
頭がでかかった。』
と言われてもよく
分からなかった。
正直いうと講演を
聴いてもそのところ
は分からない。でも、
やっぱり命は大切だと

思った。

　人の命はなくなってしまうと、もう何もで
きないことが分かった。
　僕がいま、生きているのも母や父のおかげ
だということが分かったので、自分の命は大
切にしたいと思った。

　赤ちゃんがどのようにして生まれてくるのか
よく分かりました。
　ゲームをしていてゲームオー
バーになっても何回でもリセ
ットできるけど、命は一人
一つしかないので、その
一つの「命」を大切にし
ていきたいです。悩みが
あっても、一人で解決し
ようとせず、周りの人に
相談したいと思います。

　今日の講演を聴いて「生命
はすごい」と思いました。奥
が深いというか、一言では言い表
せないというか、新しい命が産まれてくるた
めにいろいろなことが重なり合ってすごい確率
で私たちは、今ここにいると思います。最近は
すぐに「死にたい」とか冗談で言う人もいるけ
れど、この講演を聴いて考え直さなきゃいけない
ことがたくさんあると思いました。

　小学校からの体の学習や中学校での保健の授業で、
体について少しは知っていました。そして、ビデオ
や赤ちゃん人形を使って話を聞いているうちに、命
の不思議さや大切さなどがよく分かりました。これ
から、もっと学習していきたいです。

生 徒 の 感 想

１・２年生が制作
（ステンドグラス風の作品が会場を飾りました） 卒業生退場

３月15日、
43名の卒業生が

日高中学校を巣立って
いきました。

卒業証書授与����������
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　２月26日（日）実施しましたコスモス文庫・子育てまつりですが、当日の参加や事前のアンケートや標語な
ど、たくさんの方にご協力をいただきました。ありがとうございました。
　標語募集には、197のご応募をいただき、厳正な審査を行い、次の方々が入賞されました。

くわしい本、面白い本、
　　　　　いろいろあるある、コスモス文庫。
本を読む、それは心の友達だ。
村民が集える広場、コスモス文庫。
楽しいな、みんなで読む本、ひろがるよ。
読む心育てていこうコスモスと。
行ってみよう、夢をさがしに、コスモス文庫。
図書館で、心も頭も栄養満点。
図書館は、みんなのいこいの広場。

　３月末で高知県教育委員会は、各市町村に
配置している地域教育指導主事の制度を廃止
しました。
　地域と学校を結ぶことや子どもを地域ぐる
みで育てること、地域の皆さんの教育への参
加を促すことなど、多くの課題に取り組んで
参りましたが、やり残したことがあまりにも
多く感じています。
　私はたくさんの人に支えられ、たくさんの
ことを学ばせていただきました。３年間、お
世話になりました。
　広報の地域教育便りも最終回です。長い間
ありがとうございました。

地域教育指導主事　武田和志

みなさまからいただいた標語を大切に今後の図書館運営に励ませて
いただきます。ご協力、ありがとうございました。

「読みゆうかえ！」「読みゆうよ」「借りゆうかえ？」「借りゆうよ」
　　　　～ふれあいを大切にするコスモス文庫～ （下分　大平師也さん）
今日のごはんはスーパーで。今日の知識は図書館で。 （下分　前田三紀さん）
「ちょっと一冊」コスモス文庫でやっていこう！ （下分　前田三紀さん）

本の世界で冒険しよう。
喜怒哀楽の心を開く読書人。
読書とは、我が人生の道標。　
夢いっぱい、わくわくするね、コスモス文庫。　
本のなか、ぼくもわたしも、主人公。　
楽しい本、探すともっとあるんだよ。　
読み聞かせすくすく育つ子の心。　
読みたいな、心の教科書、見つけたい。　
耕そう、心の畑を、図書館で。

おし
かっ
たで賞

入 賞

最優
秀作
品

　３月21日（火）春分の日に「ふるさとウォーキング  －日
高のお宝発見　本郷・加茂編－」を実施しました。日高村
子どもの未来応援団の方を中心に実行委員会で下見などの
準備をして、本郷、
加茂にある文化財
や史跡、伝説、自
然、水害の歴史な
どたくさんの人々
の知恵や工夫、努
力に学ぶことがで
きました。

友達も本もいっぱいコスモス文庫（沖名　柏井麻佑花さん）友達も本もいっぱいコスモス文庫（沖名　柏井麻佑花さん）

大和田の松岡旧家前で
石がきや建物の説明を聞く参加者
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　図書館を村民がどのようにとらえ、何を求めているのかを把握し、今後の運営の指針と
するために今年の１～２月にアンケートを実施しました。（1,000人配布、536人から回収）
今回、村内全世帯対象ではありませんでしたが、一定の把握はできたと思っています。結
果の一部をお伝えします。（全結果は、図書館及び図書館のホームページで見られます）

　非利用者の割合が80％弱であり、図書館の存在や場所さえ知ら
ないという声も聞かれます。ＰＲ不足もありますが、一度も足を運
んだことのない方に関心を持ってもらい、利用につなげていくこと
は、大きな課題であり、具体的な施策が必要だと感じました。
　パネルディスカッション「これからのコスモス文庫」で県立図書
館の丸地館長に「住民の声・要望を待っているのではなく、今後の
構想力を持ち、図書館のあるべき姿や重要性を見据え、行政や図書
館が積極的に住民に働きかけることが重要である」と提言していた
だきました。

　資料の増加とインターネット
利用を求める声が多くなってい
ます。資料の種類としては小説・
児童学習資料・大人向けの実用
書や文庫本・雑誌が多くあがり
ました。魅力的な資料が揃うこ
とで利用者が増加し、要望も活
発に出てくるだろうと考えられ
ます。

◆ 日高村立図書館を利用していますか ◆

◆ 充実（新設）してほしいサービスは何ですか ◆

　今回のアンケートや開館７周年記念行事で、今後の図書館の方向性を具体
的に考えていく必要性を感じたとともに、よいきっかけになったことを嬉し
く思っています。ご協力ありがとうございました。この結果は今後、図書館
協議会で検討し、村民のみなさんにとり、便利で役に立ち、利用したいと思
える図書館にするために充実を図りたいと思います。　

その他の意見として…
・場所がわかりにくいので、道
路に看板を出してほしい
・広報ひだかの記事や通信は、
たくさんのチラシの中に入っ
ているので見ない
・夜の図書館などシーズンにあ
わせたイベントはよいので続
けてほしい
・日高らしい独自性のある図書
館を

…など

よく利用
（月１回以上）
40人（７％）

たまに利用
（月１回未満）
87人（16％）

以前は利用したが
今はしない
70人（13％）

利用した
ことがない
339人
（64％）

本などの資料の増加

講座・イベントの開催

読書・調べごと相談

ビデオ等の視聴

利用者用インターネット端末

目の不自由な方への対面朗読

読み聞かせ・おはなし会

ブックスタート

自動車による移動図書館

村の出先機関に本を置く

その他

無回答

利用者 非利用者

84

28

16

26

30

6

13

6

8

1

1

6

107

56

40

57

113

9

29

4

59

30

14

113

0 40 80 120人

？村民にとって、日高村立図書館はどんなところ村民にとって、日高村立図書館はどんなところ村民にとって、日高村立図書館はどんなところ
～アンケート結果からみえてくること～
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平
成
18
年
４
月
か
ら
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
は
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
等
※
を
併
せ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
新
た
に
障
害
基
礎
年
金
と
の
併
給
が
可
能
と
な
っ
た
年
金

（
老
齢
厚
生
年
金
・
遺
族
厚
生
年
金
・
退
職
共
済
年
金
・

遺
族
共
済
年
金
）

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
基

礎
年
金
は
老
齢
や
死
亡

を
支
給
事
由
と
す
る
年

金
と
の
併
給
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
障
害
基

礎
年
金
の
受
給
権
者
に

と
っ
て
は
、
就
労
し
て

自
ら
保
険
料
を
納
付
し

た
こ
と
が
年
金
給
付

に
反
映
さ
れ
に
く
い
仕

組
み
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
障
害
を
持

ち
な
が
ら
働
い
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
る
仕
組
み

と
す
る
た
め
、
障
害
基

礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
等
の
併
給
が
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

障
害
基
礎
年
金
と
老

齢
厚
生
年
金
等
を
併
せ

て
受
け
る
た
め
に
は
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
近
く

の
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

－国民年金－
お問い合わせは  24－5112

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限で
す。期限内に納めるようにしましょう。

◎国民年金保険料の支払いは、便利でお
得な『口座振替』をご利用ください。

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
年

金
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
保
険
料

は
必
ず
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

例：障害基礎年金と老齢基礎・厚生年金の受給権がある場合

① 障害基礎年金
　 １級障害：満額老齢基礎年金の125％
←
　 ２級障害：満額老齢基礎年金額

③

本人の加入歴を
給付に活かせる
新しい選択肢

これまでは①か②どちらかを選択。
この場合、①の方が高額になり本人の加入歴を活かせないケースが多い。そこで… 老齢厚生年金

②
老齢厚生年金 ← 短い就労期間や低賃金の場合低額になる

障害基礎年金
老齢基礎年金 ← 障害基礎年金受給中の保険料免除期間分が低額になる

　

一
定
期
間
分
の
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付

す
る
「
前
納
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料

が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

　

ま
た
、
１
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）
お
よ
び

６
ヶ
月
前
納
（
４
月
〜
９
月
分
・
10
月
〜
翌
年
３
月
分
）

は
、「
口
座
振
替
」を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
現
金（
納

付
書
）で
前
納
す
る
よ
り
も
割
引
額
が
高
く
、
さ
ら
に

お
得
に
な
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
の
お

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　

口
座
振
替
に
よ
る
１
年
前
納

お
よ
び
６
ヶ
月
前
納
（
４
月
〜

９
月
）
は
、
４
月
末
日
（
今
年

は
休
日
の
た
め
５
月
１
日
）
の

引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
３
月
中
に
社
会

保
険
事
務
所
で
事
前
登
録
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
年
金
手
帳
ま

た
は
納
付
書
、預（
貯
）金
通
帳
、

預（
貯
）金
通
帳
の
お
届
け
印
を

持
っ
て
、
お
早
め
に
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
（
お
申
し
込
み
が
遅
く
な
る

と
、
社
会
保
険
事
務
所
で
の
登

録
が
で
き
て
も
金
融
機
関
で
の

確
認
が
間
に
合
わ
ず
引
き
落
と

し
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
あ
ら
た
め
て
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の
「
早
割
」
な
ら
お
得
で
す

　

通
常
の
口
座
振
替
（
翌
月
末
振
替
）
は
定
額
保
険
料

で
す
が
、
当
月
末
振
替
の
「
早
割
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
月
額
50
円
割
引
と
な
り
ま
す
。

《
早
割
の
お
申
し
込
み
は
…
》

　

年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、預（
貯
）金
通
帳
、預（
貯
）

金
通
帳
の
お
届
け
印
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
や
郵
便
局

ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
早
割
の
お
申
し
込
み
を
さ
れ
た
場
合
、
初
回
の
振
替

は
原
則
２
ヶ
月
分（
前
月
分
・
当
月
分
）と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
際
の
割
引
は
当
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《早割のイメージ》（例：４月中に登録した場合）
通常の口座振替（翌月末振替）

４月分（13,860円）

５月分（13,860円）

６月分（13,860円）

５月末振替

６月末振替

７月末振替

早割の口座振替（当月末振替）

※初回振替は原則２ヶ月分（前月分・当月分）
　割引は５月（当月）分以降の保険料から

４月分（13,860円）
５月分（13,810円）

６月分（13,810円）

７月分（13,810円）

５月末振替

６月末振替

７月末振替

月末が金融機関の非営業日の場合、振替日
は翌営業日となります

　

高
知
駅
前
の
「
高
知
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
18
年
３
月
16
日
㈭
を
も
ち
ま
し
て
廃

止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
の
総
合
相
談

室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《平成18年度保険料額》
定額保険料 現金前納額 口座振替前納額

１年間分 166,320円
（13,860円×12ヶ月）

163,370円
（2,950円おトク）

162,830円
（3,490円おトク）

６ヶ月分 83,160円
（13,860円×６ヶ月）

82,480円
（680円おトク）

82,220円
（940円おトク）

１ヶ月分 13,860円 13,810円※
（50円おトク）

※早割を利用した場合



─広報ひだか４月号─　（6）（7）　─広報ひだか４月号─

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

「
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
」

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医

師
・
歯
科
医
師
約
600
名
で
構
成
さ
れ

た
団
体
で
す
。
下
記
の
内
容
で
朝
９

時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
24
時
間
同

じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま

す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電

話
番
号
は

　

０
８
８

－

　
　

８
３
２

－

５
２
６
６です

。

▼
月
曜
日　

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
の

口
の
中
の
手
入
れ

▼
火
曜
日　

高
齢
者
の
婦
人
病

▼
水
曜
日　

狭
心
症
と
心
筋
梗
塞

▼
木
曜
日　

白
内
障
の
手
術

▼
金
曜
日　

肩
こ
り
に
つ
い
て

▼
土
・
日　

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た

め
に

４
月

※
日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

の
ご
案
内
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今
回
か
ら
は
市
販
さ
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ

ン
製
剤
に
つ
い
て
書
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
は
、「
ビ
タ
ミ
ン
B1
主
薬
製
剤
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
B1
は
糖
質
の
代
謝
に
不
可
欠

な
補
酵
素
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
欠
乏
す

る
と
、
末
梢
神
経
ま
た
は
中
枢
神
経
と
心
臓

に
症
状
が
現
れ
や
す
く
な
り
、
動
悸
や
息
切

れ
が
し
や
す
く
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
頭
重
な

ど
を
感
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
り
出
す
糖
代
謝
が
う
ま
く
い
か
ず
、
疲

労
感
が
取
れ
な
い
、
根
気
が
な
い
、
思
考
力

が
鈍
る
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

栄
養
所
要
量
は
、
１
日
成
人
0.8（
女
）〜
1.1

（
男
）㎎
で
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
B1
は
別
名
チ
ア
ミ
ン
と
呼
ば

れ
、
熱
に
弱
い
水
溶
性
の
ビ
タ
ミ
ン
で
す
。

過
剰
な
ビ
タ
ミ
ン
B1
は
急
速
に
腎
臓
か
ら

尿
中
に
排
泄
さ
れ
、
体
内
貯
蔵
量
が
少
な
い

た
め
不
足
し
や
す
く
、
毎
日
摂
取
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
食
物
供
給

源
と
し
て
優
れ
て
い
る
も
の
に
豚
肉
が
あ

り
ま
す
。
炭
水
化
物
中
心
の
食
事
が
多
い
方

は
ビ
タ
ミ
ン
B1
の
必
要
量
が
増
加
し
ま
す
。

こ
ん
な
方
に
、
お
す
す
め
し
ま
す
！

●
小
児

　

清
涼
飲
料
水
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
多
く

と
る
現
代
で
は
、
糖
質
の
代
謝
に
ビ
タ
ミ

ン
B1
が
よ
り
必
要
で
す
。

●
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
方

　

食
事
が
偏
り
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
不
足

し
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
B1
は

ダ
イ
エ
ッ
ト
中
の
糖
の
代
謝
を
速
や
か

に
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

●
高
齢
の
方

　

代
謝
機
能
が
低
下
し
ビ
タ
ミ
ン
B1
が

不
足
し
が
ち
に
な
り
、
代
謝
障
害
か
ら
神

経
痛
、
し
び
れ
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。

●
激
し
い
運
動
を
す
る
方

　

ビ
タ
ミ
ン
B1
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し

て
糖
質
を
代
謝
す
る
の
に
不
可
欠
で
す
。

普
通
時
の
10
倍
の
ビ
タ
ミ
ン
B1
を
補
給

し
た
と
こ
ろ
、
運
動
後
の
疲
労
が
緩
和
さ

れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。

●
神
経
痛
、
肩
こ
り
で
お
悩
み
の
方

　

ビ
タ
ミ
ン
B1
が
不
足
し
て
く
る
と
、

末
梢
神
経
ま
た
は
中
枢
神
経
の
動
き
が

円
滑
に
い
か
な
く
な
り
、
神
経
痛
、
肩
こ

り
な
ど
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
お
酒
を
よ
く
飲
む
方

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
が
正

常
に
働
く
の
を
邪
魔
し
た
り
、
吸
収
が
悪

く
な
り
、
肝
臓
、
神
経
障
害
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
十
分
な
補
給
が
必
要
で

す
。

「子どもが夜中に急病にかかったらどうすればいいの？」
　保護者の方なら一度はそんな思いをされたことがあるのでは
ないでしょうか…。赤ちゃんや小さな子どもが夜中に熱を出し
たり、嘔吐したりなど…。
　急な病気の時には、下記へ電話を！
夜間・休日でも24時間体制で、今診察している医療機関を、
電話を通じて紹介してくれます。

お問い合わせ先　高知県救急医療情報センター
電話受付時間　24時間　年中無休
電話番号　０８８－８２５－１２９９
診療科目　小児科・内科・消化器科・泌尿器・外科・眼科・耳

鼻咽喉科・産科・婦人科
持 参 物　保険証・乳幼児医療受給者証（該当者）＋乳児福祉医

療費請求書（該当者）
現在飲んでいる薬があれば持参（お薬手帳でもいい）

※気になる便・尿・嘔吐物があった場合、持参すると診療の参考
になります。

　着替え（オムツ）・タオル・ビニール袋等も持っていくと、困る
ことも少ないです。

日高村保健センター内・健康福祉課

夜間・休日の小児救急について夜間・休日の小児救急について
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─広報ひだか４月号─　（8）（9）　─広報ひだか４月号─

平
成
18
年
度

日
高
村
補
助
事
業
を
募
集
し
ま
す

１
． 

募
集
の
趣
旨

　

日
高
村
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
有
効

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
村
民
の
村
づ
く
り
へ

の
参
加
意
欲
を
高
め
、
村
民
活
動
が
よ
り
活
発

に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
促
す
た
め
、
広
く
村
民

に
対
し
て
補
助
事
業
の
提
案
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

２
． 

募
集
の
内
容

　

平
成
18
年
度
に
、
日
高
村
の
補
助
を
受
け
て

実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て
の
募
集
（
申
請
）
を

受
付
け
ま
す
。

　

募
集
（
申
請
）
の
対
象
と
な
る
事
業
に
つ
い

て
は
、
特
に
分
野
等
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

村
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
村
が
関
与
す

る
公
益
上
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、

具
体
的
な
目
標
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
事
業
と

し
ま
す
。

３
．
応
募
者
の
資
格

　

日
高
村
内
に
あ
る
団
体
で
、
政
治
活
動
・
宗

教
活
動
お
よ
び
営
利
を
目
的
と
し
て
い
な
い
団

体
と
し
ま
す
。

４
．
応
募
（
申
請
）
方
法

⑴ 

提
出
書
類

１
．
補
助
金
交
付
申
請
書

２
．
申
請
事
業
以
外
に
団
体
で
実
施
し
て
い

る
事
業
が
あ
る
場
合
は
、
団
体
全
体
の
収

支
が
わ
か
る
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵ 

募
集
（
申
請
）
期
間

　

平
成
18
年
４
月
10
日
㈪
か
ら
平
成
18
年
５

月
10
日
㈬
ま
で
必
着

⑶ 

提
出
方
法

　

事
業
内
容
に
よ
り
、
担
当
主
管
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
内
容
が
わ
か
り
に
く
く
提
出
先
が
不

明
な
場
合
は
、
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

５
．
応
募
上
の
注
意
事
項

⑴　

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
補
助
金
交
付
申
請

書
の
内
容
は
、
個
人
情
報
に
該
当
す
る
部
分

を
除
き
原
則
と
し
て
公
表
し
ま
す
。

⑵　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
書
類
は
、
返
却
い

た
し
ま
せ
ん
。
記
載
内
容
の
確
認
の
た
め
、

問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
必
ず
写
し
を
取
り
、
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

６
．
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

日
高
村
役
場　

総
務
課

　

日
高
村
本
郷
61

－

1

　

☎　

２
４

－

５
１
１
１
（
内
線
50
番
）

申請から決定までの流れ

各
種
団
体
等

の
申
請

主
管
課
受
付

庁
内
評
価
機

関
の
審
査

日
高
村
補
助

金
審
査
会

補
助
金
交
付

決
定

　

郵
便
局
で
は
、
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害
者
の

方
に
青
い
鳥
葉
書
と
し
て
、
郵
便
葉
書
を
無
償
で
配

布
い
た
し
ま
す
。

1 

対
象
と
な
る
方

重
度
障
害
者
（
１
級
又
は
２
級
の
方
）
及
び
知
的

障
害
者
（
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」
又
は
１
度
、
２
度

と
表
記
さ
れ
て
い
る
方
）
に
該
当
す
る
方

2 

お
申
込
受
付
期
間

平
成
18
年
４
月
３
日
㈪
か
ら

　
　

平
成
18
年
５
月
31
日
㈬
ま
で

3 

無
償
配
布
期
間

平
成
18
年
４
月
20
日
㈭
か
ら

　
　

平
成
18
年
５
月
31
日
㈬
ま
で

4 

お
申
し
出
の
方
法

郵
便
局
に
備
え
付
け
て
い
る
お
申
込
書
に
所
定
の

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
お
近
く
の
郵
便
局
に
障

害
者
手
帳
又
は
、
療
育
手
帳
を
ご
提
示
の
う
え
、

お
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

5 

配
布
枚
数

お
一
人
に
つ
き
20
枚

6 

お
問
い
合
わ
せ
先

伊
野
郵
便
局　

郵
便
課

　

☎ 

０
８
８

－

８
９
３

－

０
０
５
０

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
青
い
鳥
葉
書
の
配
布
に
つ
い
て
〜

〜
青
い
鳥
葉
書
の
配
布
に
つ
い
て
〜



総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報

─広報ひだか４月号─　（8）（9）　─広報ひだか４月号─

日
時

　

平
成
18
年
4
月
27
日
㈭

　
　

午
後
1
時
か
ら

午
後
4
時
ま
で
受
付

場
所

　

高
知
市
本
町
五
丁
目
６

－

11

　
　

高
知
グ
リ
ー
ン
会
館
2
階

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

共
催
機
関

高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
法
務

局
、
高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所

お
問
い
合
わ
せ
先

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

☎
０
８
８

－

８
２
２

－

０
３
４
０

内
線
６
０
７
又
は
６
０
８

無料法律相談会を
開催いたします
　来る５月１日から始まる憲
法週間を迎えるにあたり、左
記のとおり無料法律相談会を
開催することになりました。

東部児童館開館時間
変更のお知らせ

●開館時間
月曜日～金曜日 13：00～17：15

土曜日 8：30～17：15
春・夏・冬休みの
月～金曜日（土・
日曜日は休み）

8：30～17：15

学校行事等の
代休日 8：30～17：15

交通安全協会日高支部からのお知らせ

まもなく春の全国交通安全運動がはじまります。
実施機関　平成18年４月６日㈭～平成18年４月15日㈯

基 本 事 項
子どもと高齢者の交通事故防止

〈子どもには〉　春は、新入園・新入学のシーズンです。
通園・通学の子どもたちを地域ぐるみで交通事故か
ら守りましょう。

〈歩行者の方は〉　道路を横断する際は、左右の安全を
よく確かめ、道路中央付近で今一度左方の安全確認
をする余裕をもって横断してください。通り慣れた
自宅付近の道路でも、しっかり安全確認をしましょ
う。

〈運転者の方は〉　個人差はありますが、加齢とともに
身体機能が衰えていることを自覚して、より慎重な
運転を心がけましょう。また、70歳以上の方は、高
齢者マークを付けて運転するように努めましょう。

〈まわりの方は〉　高齢者や子どもを見かけたら、その
行動に注意し、思いやりを持って行動しましょう。

重 点 項 目
自転車の安全利用の推進

〈自転車利用者は〉　自転車も交通社会の一員であるこ
とを自覚して、交通ルールを守りましょう。特に、
★ 無灯火・二人乗り・傘差し運転は絶対にしない！
★ 運転中の携帯電話使用禁止！
★ 歩道等での並進や暴走などの危険運転をしない！

といったことを遵守してください。
　また、自転車を止める時は、歩行者や車の通行の
妨げにならないようにしましょう！

シートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底

〈シートベルトは〉　あなたや家族の命を守ります。車
に乗ったら後部座席の方も必ずシートベルトを着用
するように習慣づけましょう。

〈チャイルドシートを着用してこどもの命を守ろう！〉
６歳未満の子どもには着用が義務付けられています。
子どもの安全のために、体格にあったものを選び、
正しく着用しましょう。

飲酒運転の根絶
〈飲酒運転をしない環境づくり〉

★ 運転をするなら酒を飲まない。
★ 酒を飲んだら運転しない。
★ 運転する人に酒をすすめない。
★ 酒を飲んだ人に運転させない。

　飲酒運転「四（し）ない運動」を徹底し、その輪
を『家庭』『職場』『地域』へと広め、飲酒運転の無
い安全で住み良い地域を実現しましょう。

運動の目的
　この運動は、県民一人ひとりが交通安全に対する意
識を高め、交通ルールを守り、交通マナーの向上に努
めるとともに、安全で安心な人にやさしい交通環境の
改善に向けた取り組みを推進することにより、交通事
故を防止することを目的とする。

運動の進め方
　関係機関・団体は相互の連携を密にして、地域や組
織の実情に応じた実効性のある運動を実施するととも
に、その効果が本運動終了後も持続できるように努め
る。また、各種広報啓発活動を通じて、この運動が県
民総ぐるみの運動として幅広い層に浸透し、実践され
るように努める。

高知の交通マナーを高めよう！！高知の交通マナーを高めよう！！
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日
高
村
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

日
高
村
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
子
育
て
家
庭
対
象
に
専
門
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
し
て
、
育
児
相
談
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
子
育
て
に
関
す
る
様
々

な
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

明
る
い
ひ
ろ
ば
の
部
屋
に
は
、
木
の
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
な
ど
が
あ
り
、
親
子
で

ゆ
っ
く
り
あ
そ
べ
る
場
所
で
す
。
子
育
て
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
触
れ
合
い
・
育
児

ス
ト
レ
ス
解
消
の
場
所
と
し
て
利
用
し
て
頂
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、
あ
そ
び
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。（
登
録
制
で
な
く
、
会
費
も
要
り
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
村
内
保
育
園
・
所
で
も
園
庭
開
放
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
中
、
村
内
保
育
園
・
所
に
気
軽
に

あ
そ
び
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。）

対
象

０
歳
か
ら
未
就
園
の
子
ど
も
と
保
護
者

開
放
及
び
場
所

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日　

開
放
）

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
内
・
子
育
て
支
援
室

す
く
す
く
ひ
ろ
ば
へ
の
案
内

め
だ
か
っ
こ
通
信
（
毎
月
１
回
）
配
布

　
　
《
在
宅
児
・
保
育
園
、
所
児
の
家
庭
》

通
信
の
中
で
は
、
毎
月
の
行
事
予
定
や
子
育

て
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
も
専
用
電
話
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

☎ 

２
４

－

５
６
６
５　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「すくすくひろば」からのお知らせ

県住

日下
保育園

NOSAI

社会福祉
センター

役場

日下駅
日下川

いの 至佐川 至 国道33号線

Ｐ日高村
保健センター

子育て支援センター子育て支援センター

相談内容
子育てについて
•子どものしつけや子育てで迷ったり、悩
んだりしている。
•子どもの性格や行動などで不安に感じて
いる。
擁護について
•親の死亡、家出、離婚、出産などで養育
が難しい。
•親が病気で子どもの面倒がみられない。
•ひとり親で子どもの世話をしながら働く
のが困難。
虐待について
•虐待を受けている子どもがいる。
•虐待かどうか、気になっている子どもが
いる。
非行について
•盗み、怠学、家出、夜あそび、シンナー
あそび、性非行などの子どもの行動に悩
んでいる。
※気軽にご相談ください。
児童家庭相談窓口
　日高村保健センター内・健康福祉課
　　専用電話 24－5665

乳幼児健診
健診種別 実施日 曜日 対　象　者 健診内容 通知方法 実施場所

乳児健診
（生後３ヶ月～８ヶ月）

H18年４月21日 金 H17．７．22～H18．１．21生
身体計測・問診・内科診察・歯
科指導・母乳相談・育児相談・
離乳食指導

個別通知 日高村保健センター

H18年７月20日 木 H17．10．21～H18．４．20生
H18年10月12日 木 H18．１．13～H18．７．12生
H19年１月25日 木 H18．４．26～H18．10．25生

乳児健診
（生後９ヶ月～12ヶ月）

H18年６月13日 火 H17．６．14～H17．９．13生
身体計測・問診・内科診察・歯
科指導・育児相談・栄養指導・
保健指導

H18年９月12日 火 H17．９．13～H17．12．12生
H18年12月５日 火 H17．12．６～H18．３．５生
H19年２月23日 金 H18．２．24～H18．５．23生

１歳６ヶ月健診
（１歳６ヶ月～１歳11ヶ月）

H18年６月13日 火 H16．６．14～H16．12．13生
身体計測・問診・内科診察・歯
科診察（親子）・歯科指導・栄
養指導・保健指導・育児相談

H18年９月12日 火 H16．９．13～H17．３．12生
H18年12月５日 火 H16．12．６～H17．６．５生
H19年２月23日 金 H17．２．24～H17．８．23生

３歳児健診
（３歳４ヶ月～３歳11ヶ月）

H18年５月16日 火 H14．５．17～H15．１．16生
身体計測・検尿・問診・内科診察・
歯科診察・歯科指導・栄養指導・
保健指導・育児相談

H18年８月22日 火 H14．８．23～H15．４．22生
H18年11月10日 金 H14．11．11～H15．７．10生
H19年２月６日 火 H15．２．７～H15．10．６生

定期予防接種（集団接種）
定期予防接種名 実　施　日 曜日 対　象　者 通知方法 実施場所
ポリオ予防接種　　

（生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満）
H18年４月25日 火 H10．10．26～H18．１．25生 個別通知 日高村保健センターH18年10月24日 火 H11．４．25～H18．７．24生

※ BCG・三種混合・麻しん風しん混合については個別接種にて実施していますので、通知が届きましたら、お子様の体調の
良い日に接種するようにしてください。
※村内では下記の指定医療機関、その他県下全域で予防接種が可能な医療機関にて実施できます。（事前に医療機関にお問い
合わせください）

医療機関名 電話番号 受　診　日 時　　間 備　　考

日高クリニック ２４－７７８５　　　　　 月・火曜日の午後
木・金曜日の午後 午後１時 30 分～４時 30 分 往診の為、不在の場合があります。

BCGは事前（２～３日前）に予約が必要です。

柳瀬診療所　　 ０８８－８９７－０３１１ 月・火曜日の午後
木・金曜日の午後 午後１時 30 分～３時 30 分 往診の為、不在の場合があります。

事前に予約が必要です。

【お問い合わせ先】日高村保健センター　☎２４－７８５１

ゆうきをもって…、まどぐちへ
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○
介
護
保
険
制
度
の
改
革
に
伴

い
、
平
成
18
年
４
月
よ
り
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護

保
険
制
度
に
よ
る
福
祉
用
具
貸

与
の
一
部
が
給
付
対
象
外
に
な

り
ま
す
。

○
要
支
援
者
及
び
要
介
護
１
の
方

に
対
す
る
福
祉
用
具
の
貸
与
に

つ
い
て
、
以
下
の
品
目
が
保
険

給
付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

（
介
護
保
険
制
度
で
は
利
用
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。）
こ
れ

は
要
支
援
者
等
の
自
立
支
援
に

十
分
な
効
果
を
上
げ
る
観
点
か

ら
、
そ
の
利
用
が
想
定
し
に
く

い
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
既
に
福
祉
用
具
貸
与

を
受
け
て
い
る
利
用
者
に
対
し

て
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
６
ヶ

月
間
の
経
過
措
置
が
あ
り
ま

す
。

•
特
殊
寝
台（
付
属
品
を
含
む
）

•
車
椅
子
（
付
属
品
を
含
む
）

•
床
ず
れ
防
止
用
具
及
び
体
位

変
換
器

•
認
知
症
老
人
徘
徊
感
知
器

•
移
動
用
リ
フ
ト

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当

の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん
、
日

高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
４

－

７
８
５
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 介

護
保
険
係

か
ら
の

お
知
ら
せ

平成18年度　日高村総合健診実施日程表
平成18年度の総合健診を下記の日程にて実施致します。

自分では気付かない病気を早期に発見し、早期に治療する大きなチャンス！是非ご受診ください。
実　施 予定時間 対象地区 実施場所 健診種別 健診科目・料金・対象者

５月８日㈪ ７：30～11：00 能津地区 能津小学校
能津公民館

能津地区総合健診
レントゲン検診
　無料…65歳以上の方

胸部（肺がん）検診
　無料…40歳以上の方
（胸部レントゲン検診及び喀痰検
査（必要な方）（但し喀痰検査は
1,000円）

胃がん検診
　1,400円…40歳以上の方

子宮がん検診
　1,000円…20歳以上の方

乳がん検診
　1,000円
　（マンモグラフィ検診）

40歳以上の方（平成18年４月
１日～平成18年３月31日迄）
で年齢が偶数年齢の方、但し
奇数年齢の方で17年度に未受
診の方は受診出来ます。

基本（循環器）検診
　1,300円…40歳以上の方

肝炎ウイルス検査
　無料…40歳以上の方

大腸がん検診
　500円…40歳以上の方
（当日は容器の配布問診のみ）

70歳以上の方及び村民税非課税
世帯の方は無料

胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、乳がん、子宮がん、大
腸がん、歯科相談

6月20日㈫ ７：30～11：00
下分東地区
（中村・折月・長山田以東）
　

日高村保健センター
社会福祉センター

下分東地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月21日㈬ ７：30～11：00 加茂地区・鹿児地区 日高村保健センター
社会福祉センター

加茂・鹿児地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月22日㈭ ７：30～11：00
本郷地区
（鹿児を除く）
下分西地区
（奥ノ谷・鍛冶屋以西）

日高村保健センター
社会福祉センター

本郷・下分西地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月23日㈮ ７：30～11：00 沖名地区 日高村保健センター
社会福祉センター

沖名地区総合健診
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

6月26日㈪
女性対象

９：00～10：30 下分東地区（中村・折月・長山田以東）日高村保健センター
下分東・加茂・鹿児地区
（乳がん、子宮がん検診のみ）

13：00～14：30 加茂・鹿児地区 乳がん、子宮がん

6月27日㈫
女性対象

９：00～10：30
本郷地区（鹿児を除く）
下分西地区
（奥ノ谷・鍛冶屋以西） 日高村保健センター

本郷・下分西・沖名地区
（乳がん、子宮がん検診のみ）

13：00～14：30 沖名地区 乳がん、子宮がん

10月４日㈬
女性対象 ９：00～10：30 平成18年度 未受診者 日高村保健センター

本年度未受診者対象
（乳がん、子宮がん検診のみ）
乳がん、子宮がん

10月19日㈭ ７：30～11：00 平成18年度 未受診者 日高村保健センター
社会福祉センター

総合健診（本年度未受診者対象）
（乳がん、子宮がん検診を除く）
胸部（結核・肺がん）、基本（循環器・肝炎ウィ
ルス検査）、胃がん、大腸がん、歯科相談

※能津・加茂・下分東地区については送迎バスを運行いたしますのでお気軽にご利用ください。（５／８・６／20・６／21）

献血者名簿　　　　　　　　　 平成18年３月２日実施分
住所等 氏　名 住所等 氏　名 住所等 氏　名 住所等 氏　名

九 頭 森下　道男 北 添 製 材 所 山中　英二 刈 谷 紙 工 田野　慶子 錦山観光開発㈱ 尾﨑佐枝子
〃 森下千鶴子 サンクス日高 西本　光博 〃 戸梶　邦男 〃 片岡　一恵

大 川 内 横山　幸稔 〃 西本　哲郎 〃 水田　直子 〃 片岡　恵子
田 福 濱田　征幸 園 芸 組 合 藤原　利彦 〃 渡部喜代子 〃 門田　豊晴
佐 川 町 山田　真一 え み 食 堂 大﨑　康成 ヘ イ ワ 原 紙 尾﨑麻記子 〃 田村　ゆり

〃 下川　泰彦 イ ワ イ ㈲ 堀尾　辰矢 〃 茶畑　博子 〃 樋口　直子
加 茂 保 育 園 中島　千恵 〃 矢内　幸保 〃 戸梶　雅人 〃 広瀬　昌隆
北 添 製 材 所 北添　　尚 〃 吉田　真二 〃 永濱　隆士 〃 弘瀬　真人

〃 徳弘　正義 刈 谷 紙 工 尾崎久美子 錦山観光開発㈱ 井上　　将 保健センター 片岡　信次
他　10名

次回献血を４月21日㈮日高村役場前を予定しております。ご協力をお願い致します。
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　村内において様々
な活動をされている
みなさんの協力を得て
日高村の人も環境も元気
にする応援団を発足しました。
この応援団は全国に広がる菜の花
プロジェクト（地域内の資源環境リサイクルシ
ステム・図参照）を参考とし、こどもからご高
齢の方までみんなが参加して、環境問題に取り
組みながら、日高村を元気にしようというもの
です。今後は、次の４つの柱を目的として、本
格的に活動していきます。

４
つ
の
柱

●
地
域
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環

シ
ス
テ
ム
の
形
成

学
校
給
食
や
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
廃
食
油
を
回
収⬅

そ
れ
を
精
製
し
て
、
環
境
に
優
し

い
せ
っ
け
ん
や
軽
油
代
替
燃
料
と

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
村
内
で
活
用
し

ま
す
。

⬅

将
来
的
に
は
村
内
で
菜
の
花
を
栽

培
し
、
菜
種
油
を
絞
り
、
そ
の
油

を
揚
げ
物
に
利
用
し
ま
す
。

⬅

さ
ら
に
、
そ
の
廃
食
油
か
ら
で

き
た
軽
油
代
替
燃
料
で
農
耕
器
具

を
動
か
し
、
菜
の
花
畑
を
耕
す
と

い
っ
た
、
資
源
の
循
環
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

●
地
域
活
性
化
へ
の
足
が
か
り

こ
ど
も
か
ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
一

つ
の
目
的
を
通
し
て
つ
な
が
る
こ

と
で
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
す
日

高
村
を
元
気
に
し
て
い
き
ま
す
。

⬅

将
来
的
に
は
、
菜
の
花
の
お
祭
り

で
地
域
外
の
人
を
呼
び
、
活
性
化

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

●
環
境
教
育
の
推
進

　

小
・
中
学
校
を
中
心
と
し
て

地
域
の
環
境
を
守
る
意
識
と
そ
の

実
践
力
を
こ
ど
も
の
う
ち
か
ら
育

み
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
油
を
川

に
流
す
こ
と
が
ど
れ
だ
け
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
か
、
資
源
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
が
な
ぜ
必
要
か
な
ど

を
学
習
し
た
う
え
で
、
こ
ど
も
た

ち
に
家
庭
内
の
廃
食
油
を
学
校
に

持
っ
て
来
て
も
ら
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
活
用
し
て
せ
っ
け
ん
を

作
っ
た
り
廃
食
油
を
軽
油
代
替
燃

料
に
精
製
す
る
工
場
を
見
学
し
て

も
ら
っ
た
り
し
ま
す
。

　

ま
た
、
実
際
に
菜
の
花
を
育
て

る
こ
と
も
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
環
境
モ
デ
ル
地
域
へ
の
発
展

　

日
高
村
を
環
境
保
全
推
進
モ
デ

ル
村
へ
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
応
援
団
は
環
境
を
守
る
活

動
を
さ
れ
て
い
る
方
、
地
域
の
お

世
話
を
さ
れ
て
い
る
方
、
地
域
づ

く
り
に
関
わ
っ
て
い
る
方
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
、
教
育
・
行
政
関
係
者
な

ど
で
動
き
始
め
ま
し
た
。す
で
に
、

村
内
の
飲
食
店
等
か
ら
廃
食
油
を

回
収
し
、
軽
油
代
替
燃
料
に
精
製

し
て
、
そ
の
燃
料
で
走
っ
て
い
る

車
も
あ
り
ま
す
。
役
場
の
職
員
も

廃
食
油
の
回
収
に
協
力
し
て
お

り
、
４
月
か
ら
は
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
出
る
廃
食
油
の
回
収
も
始
ま

る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
開
か
れ
た
意
見
交

換
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
議
の
中
で
、

「
こ
の
よ
う
な
環
境
を
守
る
取
り

組
み
は
大
事
な
こ
と
。
そ
う
い
う

取
り
組
み
を
通
し
て
日
高
村
を
浮

き
上
が
ら
せ
た
い
。」「
こ
ど
も
達

が
高
齢
者
宅
へ
資
源
ご
み
の
回
収

に
行
き
、
交
流
を
図
る
こ
と
も
い

い
こ
と
。」「
こ
ど
も
中
心
の
環
境

保
全
チ
ー
ム
を
作
る
の
も
良
い
の

で
は
？
」
と
い
っ
た
意
見
等
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意

見
を
も
と
に
、
こ
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
村
民
全
員
が
日
高
村
を
元

気
に
す
る
応
援
団
と
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
、
今
後
、
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
応
援
団
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
地
域
み
ん
な
で
日
高
村

を
日
本
で
一
番
美
し
い
環
境
の
村

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

廃食油回収車

日高村を
元気にする
応援団
発足！

日高菜の花エコプロジェクト



─広報ひだか４月号─　（12）（13）　─広報ひだか４月号─

１．貸付金額について
学 校 区 分 月　額

高等学校（高等専門学校３年生までを含む） 15,000円
専修学校 30,000円
短期大学 50,000円
大学（高等専門学校４年生以上を含む） 50,000円

２．貸付期間について
　奨学生が在学する学校の、正規の修業年限を限度とします。
３．貸付対象者について
① 日高村に本籍又は住所を有する方。
② 学資の支弁が困難であり、向上心があると認められる方。
③ 奨学金の返還が可能であると認められる方。
④ 次の学校に入学する方及び在学する方。
ア．高等学校　イ．専修学校　ウ．高等専門学校
エ．短期大学　オ．大学

⑤ 世帯の収入が、次の収入基準額以内である世帯
世帯区分 収入基準額

※この表の左欄に掲げる世帯
区分に応じ、それぞれ同表
の右欄に掲げる基準額が収
入基準額となります。ただ
し、次の各号に該当する世
帯については、当該基準額
に当該各号に掲げる額を加
算して得た額が当該世帯の
収入基準額となります。

１人世帯 2,390,000円
２人世帯 3,130,000円
３人世帯 3,860,000円
４人世帯 4,710,000円
５人世帯 5,570,000円
６人世帯 6,350,000円
７人世帯 7,130,000円
８人以上１人増す
ごとに加算する額 780,000円

区　　分 加 算 額
•70歳以上の方と同居する世帯 １人につき210,000円
•障害者等級が１級、２級、３級と記載さ
れた身体障害者手帳の交付を受けている
世帯

•級別が１級、２級と記載された精神障害
者保健福祉手帳の交付を受けている世帯

１人につき310,000円

•父母の一方または両方がいないか、これ
に準ずる状態にあるため、父子母子家庭
あるいは父母以外の方が児童＊1を養育し
ている世帯

１人につき270,000円

＊1…児童福祉法［昭和22年法律第164号］第４条に規定する児童の
ことです。

申込者の多い場合は、選考により
貸付できない場合があります。

４．奨学金の返還について
奨学金は、卒業の１ヶ月後より下記の期間内に返還していた
だきます。

貸付金額　　　　　 返還期間
① 1,440,000円以下 ８年間以内
② 1,440,000円～2,940,000円以下 12年間以内
③ 2,940,000円～3,600,000円以下 15年間以内
④ 3,600,000円以上 20年間以内
＊日高村奨学金のほかに国、県等の奨学金貸付を受けている方は、
その額を証するものを提出しなければなりません。

５．申請手続きについて
　申請書に次の書類を添付して、日高村教育委員会まで提出
してください。
① 収入証明書（所得を有する家族全員の証明）
② 在学証明書　または　合格通知書の写し
③ 住民票（同一世帯全員の票）等

６．受付期間について
平成18年４月７日㈮～４月21日㈮午後５：00まで
　詳しくは、日高村教育委員会までお問い合わせください。
【連絡先】日高村教育委員会　☎ 24－5115

日高村教育委員会

平成18年度 日高村奨学金貸付のご案内
　この奨学金は、高等学校等で勉学する意欲と
能力を持ちながら、経済的理由により修学を断
念することのないよう、奨学金によって進学・
修学を支援する制度です。

information

　

日
高
村
の
人
も
環
境
も
元
気
に
す
る
応
援
団
の
名
称

と
、
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
賛
店
ス
テ
ッ
カ
ー

に
使
わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
称
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
応
募
資
格
は
村
内
に
住
む
小
・
中
学

生
で
す
。
み
ん
な
が
覚
え
や
す
く
て
親
し
み
の
あ
る
素
敵

な
名
前
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
名
づ
け
親
に
な
っ
て
く
だ

さ
っ
た
お
子
さ
ん
に
は
、
５
月
に
開
催
予
定
の
応
援
団
結

成
式
で
感
謝
状
と
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

応
援
団
の
名
称
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名

称
（
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
両
方
同
時
で
も
応
募
可
能
、

必
ず
ど
ち
ら
の
名
称
か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
）、
考
え
た
お
子
さ
ん
の
お
名
前
、
学
校
、
学
年
を

記
載
の
う
え
、
下
記
ま
で
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
一
人
何
点
で
も
応
募
可

能
。（
様
式
は
自
由
）

応
募
先

日
高
村
教
育
委
員
会

日
高
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
称
募
集
係

住　

所
：
日
高
村
本
郷
61

－
１

電　

話
：
２
４

－

５
１
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
２
０

－

１
５
７
２

メ
ー
ル
：kyouiku@
yill.hidaka.kochi.jp

し
め
き
り　

平
成
18
年
４
月
末
日↑菜の花エコプロジェクト

　協賛店ステッカー

※決定した名称と名づけ親は
　広報にて発表します。

中央の
イメージキャラクターの
名称を考えてください。

名づけ親になってください
応援団の名称・イメージキャラクターの名称募集！
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ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近

で
焼
却
す
る
習
慣
は
、
ご
み
の

量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な

り
、
ご
み
質
も
複
雑
に
な
っ
て

い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管
理
さ

れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す　

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に

対
す
る
苦
情
、
最
近
で
は
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す
る

声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千
倍
か

ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が

発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く

微
量
で
も
ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ

す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性
が
あ

る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生

物
↓
食
物
↓
人
と
食
物
連
鎖
に

よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、

人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。更
に
心
配
な
の
は
、

母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん
の

ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21
世

紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所　

環
境
課

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課

☎
２
４

－

７
８
５
１

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
により廃棄物の野焼きは一部の例外を除
いて禁止されています。

◎野焼きは直接罰の対象となります。

３年以下の懲役もしくは300万円
以下の罰金、またはこれらの両方

や
め
よ
う
…　

ご
み
の
野
焼
き

information

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
の
お
知
ら
せ

〜
受
診
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
！
〜

　

日
高
村
で
は
、
南
海
地
震
に
備
え
、
木
造
住
宅
の
安
全
性
の
向
上

を
図
り
地
震
に
強
い
安
全
な
住
ま
い
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
木

造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
村
民
の
皆
様
に
耐
震
診

断
士
を
派
遣
し
、
診
断
を
行
う
も
の
で
す
。

　

住
宅
の
耐
震
診
断
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

1 

診
断
方
法

　

申
込
者
の
住
宅
を
診
断
員
が
訪
問

し
、
申
込
者
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

間
取
り
の
確
認
・
床
下
や
天
井
裏
の

点
検
口
（
開
口
部
）
か
ら
内
部
を
直

接
見
て
調
べ
ま
す
。
な
お
、
壁
を
壊

し
た
り
、
天
井
を
め
く
る
よ
う
な
調

査
は
行
い
ま
せ
ん
。

2 

対
象
と
な
る
住
宅

　

村
内
に
所
在
し
、
次
の
要
件
を

満
た
す
木
造
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

⑴　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
建
物
で
昭
和
57
年
1
月

1
日
ま
で
に
竣
工
し
た
階
数
が
2

階
以
下
の
建
物

⑵　

併
用
住
宅
に
お
い
て
は
、
居
住

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ

る
も
の

⑶　

枠
組
壁
工
法
又
は
丸
太
組
工
法

に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の
以
外

の
も
の

⑷　

大
臣
等
の
特
別
な
認
定
を
得
た

工
法
に
よ
っ
て
建
築
さ
れ
た
も
の

以
外
の
も
の

※
プ
レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、

丸
太
組
工
法
、
鉄
骨
等
を
含
む
混

構
造
の
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

3 

対
象
者

　

日
高
村
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

実
施
要
綱
第
4
条
に
基
づ
き
、
村
内

に
居
住
し
、
対
象
と
な
る
住
宅
の
所

有
者
で
村
税
等
の
滞
納
が
な
い
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
者
に
つ
い
て
は
、
村
税
等
の

納
税
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

4 

診
断
費
用

　

個
人
負
担
金
と
し
て
１
棟
あ
た
り

3
、
０
０
０
円
必
要
で
す
。

5 

申
し
込
み

⑴　

期　

間

申
し
込
み
件
数
が
定
数
（
18
年
度

中
30
戸
）
に
達
す
る
ま
で
、
随
時

受
け
付
け
い
た
し
ま
す
。

⑵　

申
し
込
み
先

　

日
高
村
役
場
総
務
課

　
　

☎ 

２
４

－
５
１
１
１

6 

注
意
事
項

⑴　

耐
震
診
断
の
た
め
派
遣
す
る
診

断
士
は
、
1
級
、
2
級
及
び
木
造

建
築
士
で
、
高
知
県
が
行
う
「
木

造
住
宅
耐
震
診
断
士
養
成
講
習
」

を
受
講
し
県
へ
登
録
さ
れ
て
い
る

者
で
す
。

⑵　

派
遣
さ
れ
た
診
断
士
は
、
耐
震

診
断
の
み
を
行
い
ま
す
。
診
断
以

外
の
「
耐
震
補
強
計
画
」
や
「
補

強
設
計
」
等
は
行
い
ま
せ
ん
。

⑶　

本
事
業
は
、
住
宅
の
耐
震
診
断

の
み
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の
後

の
耐
震
補
強
工
事
を
義
務
づ
け
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑷　

こ
の
事
業
に
よ
る
診
断
は
、
大

規
模
な
地
震
に
対
し
て
、
住
宅
が

ど
の
程
度
の
安
全
性
が
あ
る
か
を

判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
震
に

よ
っ
て
倒
壊
し
な
い
こ
と
を
保
証

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑸　

村
か
ら
耐
震
診
断
に
つ
い
て
各

家
庭
に
訪
問
・
電
話
等
に
よ
り
勧

誘
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。



池野いちび選

俳
句
教
室

コ
ス
モ
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寸
評　

い
ち
び
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岩
村　

さ
と

○
土
手
行
け
ば
と
び
が
輪
を
か
き
風
光
る

四
方
の
景
色
も
う
ら
ら
か
な
春
、
吹
き

わ
た
る
風
さ
え
も
光
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
の
を
「
風か

ぜ

光ひ
か

る
」
と
い
う
。

挙
句
は
、
川
か
ら
風
が
吹
い
て
く
る
土

手
、
上
空
に
は
、
と
び
が
舞
っ
て
い
る

の
ど
か
な
春
を
詠
ん
だ
。

濱
田　
　

幸

○
下
校
子
の
呼
び
名
谺
し
山
笑
ふ

春
に
な
っ
た
山
に
、
子
ど
も
の
元
気
な

声
が
、
や
ま
び
こ
と
な
っ
て
響
く
。
冬

の
山
を
「
山
眠ね

む

る
」
と
い
う
の
に
対
し

て
、
春
の
山
を
「
山
笑わ

ら

ふ
」
と
い
う
。

ま
た
、「
呼
び
名
」
は
実
名
に
対
し
て
、

例
え
ば
「
春
ち
ゃ
ん
」
と
か
い
う
よ
う

に
、
ふ
だ
ん
と
な
え
る
名
前
で
あ
る
。

片
岡　

幸
枝

い
く
つ
も
の
ひ
と
か
た
ま
り
の
蝌
蚪
で
あ
り

動
か
し
て
石
の
相
見
る
春
の
川

柏
井　

皓
子

春
の
土
割
り
て
見
え
ざ
る
力
か
な

足
音
の
子
等
と
分
り
し
春
の
夜

北
添　

正
子

も
く
も
く
と
湯
気
立
ち
の
ぼ
る
春
の
土

ぱ
さ
ぱ
さ
と
鶏
か
ぶ
る
春
の
土

高
橋
十
糸
子

春
の
月
浦
に
金
波
の
道
を
の
べ

侘
助
の
白
咲
き
初
め
し
鬱
は
る
る

鎮
西　

美
緒

旅
終
へ
て
帰
る
車
窓
に
春
惜
し
む

草
餅
を
大
き
く
母
の
ま
る
め
け
り島

田　
　

瞳

ク
レ
ー
ン
の
音
の
上
よ
り
鳥
帰
る

眠
り
よ
り
覚
め
初
む
山
に
に
ほ
い
滿
つ

中
村　

梅
子

起
し
た
る
畝
の
平
ら
に
春
の
土

正
座
し
て
雛
の
演
奏
聞
き
に
け
り中

山　

美
根

稜
線
を
ゆ
る
や
か
に
し
て
春
の
月

畑
打
や
片
方
禿ち

び
て
鍬
軽
し

南
部
記
代
子

紅
梅
や
城
を
バ
ッ
ク
に
七
分
咲
き

う
ぐ
ひ
す
の
初
音
を
背
に
草
を
引
く

橋
詰
登
志
子

春
の
土
付
け
し
大
根
売
ら
れ
け
り

水
仙
の
花
の
傾
き
活
け
に
け
り

浜
田　

博
子

春
の
土
踏
み
し
め
て
立
つ
牧
の
牛

春
寒
し
昨
日
に
続
く
探
し
も
の

森
下　

花
子

長
老
の
指
示
行
き
渡
る
野
焼
の
火

水
屋
窓
明
け
放
し
た
る
春
の
月

伊
野
部
哲
也

蓋
取
れ
ば
椀
の
内
な
る
春
灯

燈
明
の
揺
れ
福
笹
に
影
二
つ

門
田
の
ぶ
子

朝
寝
し
て
少
し
の
悔
の
残
り
け
り

今
年
ま
た
出
し
そ
び
れ
た
り
箱
の
雛

川
瀬　

晴
恵

猫
柳
一
つ
一
つ
に
光
差
す

空
晴
れ
て
行
き
着
く
先
は
梅
の
里池

野
い
ち
び

立
春
の
み
ど
り
の
え
の
ぐ
溶
き
に
け
り

連
翹
の
つ
ぼ
み
を
連
ね
た
る
一
枝

○
鯉
を
つ
る
子
ど
も
の
笑
顔
春
め
い
て

山
中　

静
江

　

長
い
冬
の
寒
さ
が
ゆ
る
み
、
も
う
春
だ

な
あ
、
と
い
う
気
持
が
す
る
こ
と
を〝
春

め
く
〞と
い
い
ま
す
。
鯉
も
、
子
ど
も
の

顔
も
、
春
め
く
、
こ
の
頃
で
す
。

○
ひ
い
ら
ぎ
の
白
い
花
咲
く
窓ま
ど

辺べ

か
な

山
本
眞
知
子

　

柊
ひ
い
ら
ぎの
花
は
、
木も
く
せ
い犀
に
似
た
白
い
小
花
が

む
ら
が
っ
て
、
咲
き
、
い
い
香
が
し
ま
す
。

き
れ
い
な
俳
句
で
す
。

○
車
窓
よ
り
沈
む
夕
日
や
春
の
旅

寺
田　

信
子

　

春
の
旅
で
、
夕
日
を
車
の
窓
か
ら
見
て

い
ま
す
。
同
じ
作
者
の〝
日
が
沈
み
真
赤

に
燃
ゆ
る
春
の
海
〞の
句
も
き
れ
い
で
す
。

○
水
仙
の
寒
さ
に
負
け
ず

き
れ
い
に
咲
く　

山
中　

照
子

　

水
仙
は
一
月
頃
、
き
び
し
い
寒
さ
の
中

で
咲
き
ま
す
。
こ
ん
な
に
寒
い
の
に
、
よ

く
咲
い
た
な
あ
、
と
思
っ
て
作
っ
た
句
で

す
。

○
風
に
の
る
黄
砂
で
山
の
か
す
み
け
り

藤
岡　

政
子

　

蒙も
う

古こ

や
中
国
な
ど
で
舞
い
上
が
っ
た
砂

が
日
本
に
も
飛
ん
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
を

黄こ
う

砂さ

と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
春
の
霞か
す
み
の

よ
う
で
す
。

○
霜
柱
突
き
上
げ
て
出
る
ふ
き
の
と
う

山
中　

憲
子

　

蕗ふ
き

の
と
う
は
、
雪
の
残
っ
て
い
る
野
や

庭
な
ど
に
も
出
て
き
ま
す
が
、
こ
の
句
の

よ
う
に
霜
柱
を
お
し
上
げ
て
出
て
く
る
の

も
す
ご
い
で
す
。

○
さ
ん
さ
い
の
さ
む
さ
こ
ら
へ
て

ふ
き
の
と
う　

河
村　

孝
重

　

こ
の
句
も
、
蕗
の
と
う
の
た
く
ま
し
い

と
こ
ろ
を
詠
み
ま
し
た
。
蕗
の
と
う
を
見

な
が
ら
、〝
寒
さ
を
こ
ら
え
て
〞と
感
じ
た

の
で
す
。

○
春
の
風
あ
ひ
た
い
人
に
会
ひ
ま
し
た

河
村　

時
子

　

春
の
風
は
、
や
わ
ら
か
く
、
お
だ
や
か

に
吹
き
ま
す
。
そ
ん
な
日
に
、
親し
ん
せ
き戚

の
か

た
で
し
ょ
う
か
、
友
だ
ち
で
し
ょ
う
か
、

と
に
か
く
、
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
人

に
会
え
ま
し
た
。

○
誕
生
日
友
よ
り
届
く
シ
ク
ラ
メ
ン

山
中　

芳
子

　

誕
生
日
を
お
ぼ
え
て
い
て
く
れ
て
、
シ

ク
ラ
メ
ン
を
届
け
て
く
れ
た
親
し
い
友

人
、
う
れ
し
く
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。



Village NowVillage Now
日高村の人口 日高村の

交通事故発生状況

　　　１～２月分（２月）

人身事故　　７件 （４件）

死　　者　　１名 （１名）

傷　　者　　６名 （３名）

　　　　　　２月末現在

　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,440　（＋１）
人　口 　 6,170人（＋６）
　　　 男 2,938人（＋２）
　　　 女 3,232人（＋４）

○
開
館
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

○
休
館
日
　
月
・
祝
日

○
貸
出

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、

　
２
週
間

　
　
20
―
１
５
３
３

図書館利用案内

　国道33号沿い（佐川町との境界）に交
通安全協会いの支部と佐川支部の合同によ
り設置された交通安全標語入り看板の除幕
式が3月11日（土）いの警察署・佐川警察署
等関係者約20名が参加して行われました。
　昨年この標語看板の設置を記念して日高
中学校と加茂中学校の全生徒に標語を募集
したところ、多数の応募があり、各校の最
優秀作品が選ばれました。この看板の西向
きには日高中、東向きには加茂中の標語を
見ることができます。

　
講
演
会
は
、「
物
語
を
子
ど
も
に
〜
心

が
育
つ
読
み
聞
か
せ
〜
」
を
演
題
に
中
内

美
江
さ
ん
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
20

年
に
渡
り
、
子
ど
も
た
ち
に
お
話
を
語
る

活
動
を
な
さ
っ
て
い
る
経
験
か
ら
、
子
ど

も
に
は
昔
か
ら
読
み
継
が
れ
て
い
る
よ
い

本
を
読
ん
で
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
話
さ
れ
、『
ち
い
さ
い
お
う
ち
』『
は
な

の
す
き
な
う
し
』
を
実
際
に
読
み
聞
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
こ
れ
か
ら
の
コ
ス
モ

ス
文
庫
」
を
テ
ー
マ
に
、
ま
ず
県
立
図
書
館
の
丸
地
真
人

館
長
か
ら
「
読
書
の
重
要
性
と
図
書
館
」
と
題
し
『
読
む

力
は
生
き
る
力
』（
脇
明
子
／
著
）
を
も
と
に
、
現
代
に

お
け
る
読
書
の
価
値
や
図
書
館
の
価
値
な
ど
の
話
題
提
供

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
討
議
を
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ラ
ー
や
参
加
者
か
ら
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
、
学

校
帰
り
に
寄
っ
て
、
友
だ
ち
と
一
緒
に
勉
強
を
す
る
場
所

と
し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
親
と
し
て
は
安
心
で
き
る
居

場
所
で
あ
る
と
の
声
や
国
語
力
（
読
解
力
）
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
、
本
を
読
む
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
て
い
る
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書

館
は
本
だ
け
で
な
く
人
に
も
出
会
え
、
交
流
の
場
と
し
て

大
切
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
出
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
試
み
と
し
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
し
た
が
、「
こ
れ

か
ら
の
コ
ス
モ
ス

文
庫
」
を
考
え
る

場
が
、
さ
ら
に
で

き
れ
ば
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

２月26日「コスモス文庫・子育てまつり」の
講演会とパネルディスカッションの報告
２月26日「コスモス文庫・子育てまつり」の
講演会とパネルディスカッションの報告

⑬ 最終回

 

今
ま
で
ほ
ぼ
２
ヶ
月
に
１
回
、
鳥
の

話
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回

で
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
鳥
の
話
か
ら
、

身
近
な
自
然

を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
も
っ

と
も
っ
と
自

然
を
愛
す
る
人
を
増
や
し

た
い
と
そ
ん
な
思
い
で
つ

づ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
然
を
大
切
に
す
る

人
と
た
く
さ
ん
知
り
合
い

た
い
と
思
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り

に
は
、
た
く
さ
ん
の
鳥
が

生
き
て
い
ま
す
。
め
ず
ら

し
い
鳥
や
数
少
な
い
鳥
が

現
れ
た
と
き
に
は
、
大
い

に
興
奮
し
ま
す
が
、
実
は
身
近
に
い
る
鳥
た
ち
も

け
っ
こ
う
私
た
ち
の
心
を
引
き
つ
け
る
も
の
を
持
っ

て
い
ま
す
。
じ
っ
く
り
と
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
お
も

し
ろ
い
羽
の
色
や
模
様
、
不
思
議
な
行
動
が
見
え

て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
け
な
げ
に
生
き
る
生
態
に

目
を
向
け
た
と
き
、
今
ま
で
と

は
違
っ
た
世
界
が
ひ
ろ
が
り
ま

す
。
何
気
な
く
見
て
い
る
鳥
の

見
方
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
意

識
的
に
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
世
界
な

の
で
す
。
そ
し
て
、
鳥
の
姿
を

追
い
か
け
て
い
る
と
、
そ
こ
か

ら
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
人
や
興

味
を
そ
そ
る
世
界
が
見
え
て
き

ま
す
。
自
分
自
身
の
視
野
の
広

が
り
を
感
じ
、
人
生
を
豊
か
に

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ

な
た
も
、
す
ぐ
そ
ば
の
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
世
界
を
の
ぞ
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
武
田
和
志
）

キジバトもじっくりみると美しい。毎年、
うちのヤマモモの木で巣作りをします。
今年は、無事に成功してくれるかな…。

広
報
ひ
だ
か

　
A
pril　

2006　 ４
月
号

N
o.448 　

発
行
/日
高
村
役
場
　
〒
781-2194 高

知
県
高
岡
郡
日
高
村
本
郷
61-1☎

0889-24-5111 FAX0889-24-7966　
編
集
/日
高
村
広
報
編
集
委
員
会
　
印
刷
/西
村
謄
写
堂 日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp

E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!「広報ひだか」は、
古紙配合率100％、再生紙を使用しています


